研究討論会「テラヘルツ電子デバイスの新展開」のご案内

拝啓

時下、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。

　この度、応用物理学会テラヘルツ電磁波技術研究会、電子情報通信学会エレクトロニクスソサエティテラヘルツ応用システム研究会では「テラヘルツ電子デバイス」をテーマとした1泊2日の集中的な研究討論会を企画しております。現在のテラヘルツテクノロジー及びサイエンスの中でテラヘルツ電子デバイスは大きな役割を担い、さまざまな基幹技術の核となっています。さらに近年新材料、新概念に基づくデバイスが提案・実証され、目覚しい進歩を遂げております。そこで今回の研究討論会では本分野の第一線で活躍されている先生方を講演者にお招きし、ご講演頂きます。又現在アイデアの段階である萌芽的な研究を含め、テラヘルツ波テクノロジー、テラヘルツ波計測に関する一般講演を広く募集いたしますので奮ってご参加くださるようご案内申し上げます。

敬具

記
日時：2010年2月25日（木）～26日（金）

場所：秋保リゾート　ホテルクレセント（〒982-0241　宮城県仙台市太白区秋保町湯元行沢1-2　Tel:022-397-3111, Fax:022-397-2215, http://www.h-crescent.co.jp/）
チュートリアル講演：

水野皓司（東北大学電気通信研究所）

「テラヘルツ波電子デバイスと“量子雑音”」

招待講演者：

藤島実（広島大学大学院先端物質科学研究科）

「超高速無線通信を目指すミリ波帯／テラヘルツCMOS回路」

浅田雅洋、鈴木左文（東京工業大学大学院総合理工学研究科）

「高周波化・高出力化・高機能化を目指した共鳴トンネルダイオード室温THz発振器」

尾辻泰一（東北大学電気通信研究所）

「テラヘルツ・グラフェンデバイスの開発と展望」

参加料：一般5000円、学生1000円（宿泊費、懇親会費は別途）

参加申し込み：締め切り1/5

研究討論会「テラヘルツ電子デバイスの新展開」参加申し込み票

日時：
平成21年2月25, 26日

場所：  秋保リゾート　ホテルクレセント（〒982-0241　宮城県仙台市太白区秋保町湯元行沢1-2　Tel:022-397-3111, Fax:022-397-2215、http://www.h-crescent.co.jp/）

	お名前
	

	御所属
	

	住所
	

	電話
	

	電子メール
	

	ご講演の有無
有・無
（○で選んで下さい）


	（ご講演希望の場合には、以下に題目、著者をお書き下さい）

（講演希望件数が多い場合は調整させていただく場合もあります。又講演される方にはアブストラクト(A4, 2枚)の提出（締め切り1/25）をお願いすることになりますのでどうぞよろしくお願い申し上げます）

	ご宿泊
	　　有　・　無　
（ご宿泊を希望される場合、相部屋となりますのでご了承ください）



（必要な場合は、人数分コピーしてお使い下さい）

ご宿泊費用：12000円（宿泊費、懇親会費、夕・朝食含む）

本票を1月5日までに、下記までお送り下さいますようお願い申し上げます。

東北大学電気通信研究所　大谷啓太（E-mail: keita@riec.tohoku.ac.jp）

